
大阪市
平成22年度予算（案）の概要について

～ 大都市、そしていちばん住みたいまちへ ～

大阪市長 平松 邦夫



予算編成方針

○人口減少・少子高齢化

○世界的な景気後退

○市民生活への深刻な影響
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○市税収入の大幅減

○生活保護費の大幅増

○財務リスクの着実な処理
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16,905

扶助費の増加
などにより



22年度予算の特徴

うち法人市民税は915億円
昭和55年度決算以来の1,000億円割れ
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扶助費全体では4,844億円
子ども手当の創設等により742億円増



❷ 達成状況（18年度～22年度見込

➊ 削減目標（18年度～22年

➊ ５年間の削減目標額（22年度まで） ▲2,250億円

財政の健全化①

❷ 総点検の前倒し分も含めた達成見込み（18～22年度） ▲2,719億円（121％）
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財政の健全化③
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財源の確保

○不用地売却代 183億円
（21予 99億円）

○蓄積基金繰入金 198億円
（21予 185億円）

○公債償還基金繰入金 65億円
（剰余分） （21予 80億円）

（参考）地方交付税等 1,222億円
（21予 778億円）
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○人件費
職員数の削減 など

○物件費
施設管理費の削減 など

○投資的経費
単独事業のあり方の精査、
大規模事業の収束 など

限りある財源を重点的に配分

施策の選択と集中

【２つの大きな柱】

○地域力の復興

○未来への投資
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○特別支援学級への看護師配置事業 1,100万円

○小学校等への警備員配置事業 8,000万円

○習熟度別少人数授業等 3億2,200万円

○放課後ステップアップ事業等 1,800万円

○学校元気アップ地域本部事業 500万円

○子育て支援事業 800万円

大阪市民にも補助金が配分されるよう、
府に対して強く要望

差等補助
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